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国 語 Ｂ 
（主として「活用」に関する問題） 

国 語 A 
（主として「知識」に関する問題） 

≪優れている所≫ 

 

○漢字の読み書きの正答率が全国平均

に比べて高いです。書かれている内

容や意味を理解し、文章の中で漢字

を正しく使うことができる児童が多

いです。 

 

○「読むこと」では、物語の登場人物

の心情について、情景描写を基に捉

えることができています。 

 

≪努力を要する所≫ 

 

○「話すこと・聞くこと」では、相手

や目的に応じ、自分が伝えたいこと

について事例を挙げながら、筋道を

立てて話すことに課題が見られま

す。 

 

○「読むこと」では、目的に応じて必

要な情報を取り出し、中心となる語

や文、段落を適切に捉えて読むこと

に課題が見られます。 

≪優れている所≫ 

 

○「話すこと・聞くこと」では，計画的

に話し合うための，司会の役割を捉え

ることができています。 

 

○「書くこと」では，推薦するための文

章を書くには，推薦理由を明確に表現

するための工夫として，他のものと比

較して書くことでよさが伝わることを

捉えることができています。 

 

≪努力を要する所≫ 

 

○「書くこと」では、目的や意図に応じ

て文章全体の構成の効果を考えること

に課題が見られます。 

 

○記述式の問題では無解答率が全国平均

に比べ高くなっています。自分の考え

を明確にして文章にまとめようとする

意欲を持つことに課題が見られます。 

○漢字の読み書きの力がついている児童が多いのは、日常的に国語辞典を利

用したり、漢字の宿題で定着を図ったりしてきた成果が表れているためだ

と思われます。 

○特別活動等を通じて、話し合い活動を意識的に取り入れているので、司会

者の役割や話し合いの進め方などが身に付いてきていると思われます。 

 
○発表や話し合いの場面で、自分の考えを効果的に伝えられるよう、

事例を挙げる・順序立てて話すなどの具体的な方法を挙げながら指

導していきます。 

○文章の中から自分の考えの根拠となる一文をもとに意見を書く練習

を通して、自分の考えを書いてまとめる力を付けていきます。 
 

 今後の具体的な取組について 

 これまでの取組から 
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≪優れている所≫ 

 
○「図形」では、合同な正三角形で敷き

詰められた模様の中から条件に合う図

形を選ぶことができていて、全国平均

に比べて正答率が高くなっています。 

 

○「数量関係」では、示された複数の情

報を解釈し、条件に合う答えを求める

ことができています。 

 

≪努力を要する所≫ 

 
○「数量関係」では、メモの情報とグラ

フを関連づけ、総数や変化に着目し

て、それを言葉や数を用いて記述する

ことに課題が見られ、無解答率も高く

なっています。また、棒グラフと帯グ

ラフから読み取ることができること

を、適切に判断することに課題が見ら

れます。 

 

○「数と計算」では、折り紙の枚数が１

００枚あれば足りる理由を、示された

数量を関連づけて根拠を記述すること

に課題が見られ、無解答率も高いで

す。 

 
○デジタル教科書やＩＣＴ機器を用いることで、課題を可視化して学習できるよ

うにしています。また、具体物や半具体物（カードやおはじきなど）を用いて
操作的活動を取り入れています。「量と測定」や「図形」の領域は全体的に正
答率が高く、効果が現れています。 

。 

 これまでの取組から 

 
○題意を正しく読み取れず、問題で示されている場面を把握する

ことや、意味を理解していても、記述することに課題が見られ

ます。問題を図にしたり、自分の考えを文章にして友達に説明

したりする活動を授業に取り入れ、場面のイメージを持たせら

れるよう取り組んでいきます。 

 今後の具体的な取組について 

≪優れている所≫ 

 
○「量と測定」では、角の大きさについ

て、単位（度（°））と測定の意味を

理解しています。また、異種の二つの

量のうち、一方の量がそろっていると

きの混み具合の比べ方を理解していま

す。 

 

○「数と計算」では、十進位取り記数法

で表された、３桁の整数どうしの大小

比較について理解しています。 

 

≪努力を要する所≫ 

 
○「量と測定」では、単位量当たりの大

きさを求める除法の式と商の意味の理

解に課題が見られます。 

 

○「数と計算」では、小数の除数の意味

について課題が見られます。 
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 ≪優れている所≫ 

 

○全体的に正答率が高いです。特に「主として『活用』に関する」問題の正答率

が高いです。地球に関する問題では、川を流れる水のはたらきについての予想

を基に、斜面に水を流したときに立てた棒がどうなるかという結果の見通しに

ついて問われました。この問いでは自分の予想だけでなく、自分の考えと異な

る他者の予想の内容も捉え、その予想が確かめられた場合に得られる実験結果

を見通して実験を構想することが求められていました。本校は、実験結果を基

に分析して考察し、内容を記述することができる児童が多いです。 

 

○エネルギーに関する問題では、全国平均に比べて正答率が非常に高いです。乾

電池で動く扇風機の電流の流れ方を対象として、回路を流れる電流の向きと大

きさについて、実験結果から考え直した内容を問われました。多くの児童が、

実験結果から電流の流れ方について、より妥当な考えに改善することができて

います。 

 

≪努力を要する所≫ 

 

○地球に関する問題では、川の上流側の天気と下流側の水位の関係について答え

られない児童が多いです。複数の情報を基にして結果を考察することが難しい

ようです。様々な現状を整理し、多面的に分析することに課題があります。 

 

○粒子に関する問題は、食塩を水に溶かしたときの全体の重さについて考えるも

のでした。本問題は、水に溶けた食塩が視覚的に捉えることができないという

ことから、苦手意識を持つ児童が多いようです。 

 
○実験に対して、不思議に感じたこと、疑問に思ったことを実験に活かし、

結果の考察をくり返し行った結果、知識を適用する力が身に付いていま

す。 

○データの整理や、複数の情報を整理することに課題があります。 
 

 これまでの取組から 

 
○一般化した規則性を導き出すために、一度の事物で見られた現象ではな

く、複数の事物で見られた現象で検討することや信頼性を高めるため

に、実験を複数の方法で複数回行うことなどの科学的な方法を用いるこ

とができるように指導を改善します。 

 今後の具体的な取組について 
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≪よかった所≫ 

 
○「算数の問題の解き方がわからないときは

諦めずにいろいろな方法を考えますか」と

いう質問に対し、８５％以上の児童が肯定

的に答えています。難しい課題にも諦めな

い、前向きな気持ちを持っている児童が多

いようです。 

○「家で、学校の宿題をしていますか」とい

う質問に対し、９５％以上の児童が「して

いる」と回答しています。全国平均（８

７．９％）を上回っていて、宿題に取り組

む姿勢が評価できます。 

 
≪課題と思われる所≫ 

 

○「算数の勉強は好きですか」の質問に否定

的な回答をしている児童が全国平均より、

やや多いです。算数嫌いが増えないよう

に、学校・家庭での取り組みが必要です。 

 

○学校での授業時間以外の平日の勉強時間を

問う質問では、「１時間より少ない」と答

えた児童が 50％以上いました。全体で見て

も、家庭での勉強時間が少ないことが分か

りました。 

 

 
○校内研究では、「子どもたちの心が育つ人間関係づくり」をテーマに取り

組んでいます。友だちの話を最後まで聞き、考えを受け止め自分の考えを

持つ態度が身に付くことを期待します。 

○学習内容の定着のために、休み時間などを利用して理解が不十分な点を補

ったり、まなびっ子の利用を促したりすることで学習への理解を深めてい

きたいと考えています。 

 

 今後の具体的な取組について 

≪よかった所≫ 

 
○「毎日、同じくらいの時刻に寝る、同じく

らいの時刻に起きる」と答えた児童がいず

れも全国平均を上回っており、早寝早起き

の生活リズムが身に付いている児童が多い

と思われます。 

 

○「自分にはよいところがある」と回答した

児童の割合が全国平均と比べて高く、自己

肯定感を持っている児童が多いと思われま

す。 

 

≪課題と思われる所≫ 

 
○「地域社会などでボランティア活動に参加

したことがある」と回答した児童の割合が

全国平均を下回っています。回答で「わか

らない」と答える児童は４４％で、地域で

どんな活動をしているのかわからない実態

があります。 

 
○「地域や社会で起こっている問題や出来事

に関心がある」と回答した児童の割合が

県・全国平均よりやや低くなっています。 

 

生活について 
 

学習について 
 

 
○水曜日の朝自習を全校で「算数タイム」として取り組んでいます。計算問題を中心に、基礎

基本の確実な習得・計算スピードの向上を目指しています。 

○「生活リズムチェックカード」を長期休み後に実施しています。自分の生活リズムについて

見直す良い機会となっており、時間を意識する習慣が身に付いてきています。 

 

 これまでの取組から 
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毎日朝食を食べる習慣を

付けましょう。
これからも、「早寝・早起き・朝ご飯」を実践しま

しょう。

１

朝食を毎日食べていますか。

家庭でルールを決めま

しょう。
規則正しい生活をしましょう。

２

毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか。

家庭学習の習慣を付けま

しょう。
「学年×１０分」を目安に、家庭での学習時間

を決めましょう。

３

１日当たりどれくらいの時間勉強しますか。

子どもとたくさん話しま

しょう。
学校、地域での出来事について、話をする時

間をできるだけ作りましょう。

４

家の人と学校での出来事について話をしますか。

地域の行事に進んで参加

しましょう。
地域の行事に参加して、地域の一員としての

意識を育てましょう。

５

今住んでいる地域の行事に参加していますか。

地域のボランティア活動

に参加しましょう。
ボランティア精神を持って活動できる子どもた

ちを育てていきましょう。

６

地域社会などでボランティア活動に参加

したことがありますか。

平成３０年度全国学力・学習状況調査の結果の分析より、「ご家庭で取り組んでいただき

たい６つの項目」をまとめました。できることから、ぜひ、始めてみてください。
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       校庭の水槽に咲いた「河骨」の花 
 
 
 
 
 
 

 


